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川
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中
央
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の
川
』
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前
号
で
は
、
六
〇
カ
所
の
河
岸
を
「
江

戸
湊
の
河
岸
」と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、

さ
っ
そ
く
記
載
漏
れ
の
河
岸
が
あ
る
と
の

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
川
筋

ご
と
に
橋
や
河
岸
地
に
つ
い
て
考
察
し
ま

す
の
で
、
そ
こ
で
「
漏
れ
」
に
つ
い
て
は

補
足
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
「
河
岸
」
と
「
物
揚
場
」
の
話
の
つ
づ

き
に
な
り
ま
す
。

◇
物
揚
場
と
は

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
幕
府
や
大

名
な
ど
の
武
家
地
の
「
河
岸
」
に
相
当
す

る
施
設
を
、
物
揚
場
と
い
い
ま
し
た
。
河

岸
も
物
揚
場
も
、
荷
揚
施
設
の
形
態
に
は

大
差
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
分
に
よ
っ
て
施

設
の
呼
び
方
が
区
別
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
。
も
っ
と
も
初
期
の
江
戸
城
築
城
工
事

当
時
は
、
河
岸
と
物
揚
場
の
区
別
は
な
か

っ
た
よ
う
で
、
水
路
は
江
戸
城
建
設
資
材

の
輸
送
路
と
荷
揚
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
各
大
名
に
割
り
当
て
ら
れ
た
築
城

工
事
が
終
了
す
る
と
、
輸
送
路
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
水
路
は
、
順
次
締

め
き
ら
れ
て
堀
に
転
用
。
こ
う
し
て
水
路

図１　武州豊嶋郡江戸庄図（寛永江戸図）全図
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は
城
廓
の
外
へ
と
移
動
し
な
が
ら
、
輸

送
路
の
役
割
を
続
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

幕
府
の
物
揚
場
の
場
合
は
、
和
田
倉

と
呼
ば
れ
る
蔵
が
日
比
谷
入
江
の
沿
岸

に
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
米
蔵

は
浅
草
蔵
前
へ
移
さ
れ
、竹
蔵
は
本
所
、

船
蔵
は
深
川
、
木
置
場
や
石
置
場
な
ど

も
本
所
・
深
川
へ
と
移
設
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
こ
う
し
て
隅
田
川
の
両
岸
や
江

戸
湾
に
面
し
た
枢
要
な
場
所
に
は
幕
府

直
轄
の
物
揚
場
が
置
か
れ
、「
御
蔵
」
な

ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
大
名
の
物
揚
場
は
、
江
戸
城
築

城
の
際
に
出
さ
れ
た
天
下
普
請
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
都
市
施
設
で
す
。
天
下
普

請
の
大
号
令
で
、
全
国
か
ら
動
員
さ
れ

た
大
名
が
築
城
工
事
に
従
事
し
た
の
で

す
か
ら
、
物
揚
場
は
建
築
資
材
の
陸
揚

げ
施
設
と
資
材
置
場
で
、
国
元
か
ら
動

員
さ
れ
た
労
務
者
の
飯
場
や
宿
舎
も
兼

ね
て
お
り
、
敷
地
も
一
万
坪
単
位
の
広

大
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

寛
永
期
（
一
六
二
四
～
四
四
年
）
頃

に
は
、
こ
れ
ら
の
物
揚
場
は
下
屋
敷
や

蔵
屋
敷
な
ど
の
名
称
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
各
藩
の
専
売
品
を
「
産
地
直

送
」
の
か
た
ち
で
運
び
こ
み
、
出
入
り

の
専
売
業
者
に
さ
ば
か
せ
る
。
水
辺
沿

い
の
下
屋
敷
や
蔵
屋
敷
は
、
経
済
活
動

の
重
要
な
拠
点
で
も
あ
っ
た
わ
け
で

す
。

　

そ
の
後
隅
田
川
右
岸
の
浜
町
付
近
か

ら
下
流
の
河
口
部
に
か
け
て
、
御
三
家

や
有
力
大
名
の
下
屋
敷
（
蔵
屋
敷
）
が

多
く
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
大
半
は
「
藩

専
用
」の
物
揚
場
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
『�

武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
』（
寛

永
江
戸
図
）
を
み
る

　

寛
永
江
戸
図
は
、
日
本
で
最
初
に
臨

海
部
に
成
立
し
た
近
世
都
市
・
江
戸
の

全
体
像
を
描
い
た
も
の
で
す
。
刊
記
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
諸

大
名
の
名
や
そ
の
他
の
内
容
か
ら
、
多

く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
寛
永
九
（
一
六

三
二
）
年
頃
の
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

掲
載
し
た
図
１
は
、
中
央
区
沿
革
図

集
の
京
橋
篇
・
日
本
橋
篇
に
掲
載
し
て

あ
る
『
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄
図
（
寛
永

江
戸
図
）』
で
す
。
縮
尺
の
都
合
で
、
細

部
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
中
央
区
沿
革
図
集
で
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
模
式
図
化
し
た
も
の
が
前
号
（
郷
土

室
だ
よ
り
第
１
５
３
号
）の
図
１
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
図
か
ら
、
一
．
江
戸
城

を
中
心
に
大
部
分
が
武
家
地
で
あ
る
こ

と　

二
．
寺
社
地
は
僅
か
な
部
分
で
、

寺
院
が
集
中
し
て
い
る
場
所
も
限
ら
れ

て
い
る
こ
と　

三
．
八
町
堀
や
霊
岸
島

の
埋
立
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と　

四
． 

小
網
町
や
箱
崎
が
洲
に
近
い
状
態
で
あ

る
こ
と
。
当
時
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

で
あ
る
本
町
通
り
と
通
り
町
筋
の
幹
線

道
路
に
沿
っ
て
町
地
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
他
に
御
三
家
お
よ
び
諸
大
名

の
蔵
屋
敷
が
、
隅
田
川
沿
い
に
配
列
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

　

隅
田
川
の
右
岸
、
神
田
川
の
合
流
点

上
流
に
幕
府
の
御
蔵
屋
鋪
（
現
・
台
東

区
蔵
前
）
が
あ
り
、
本
願
寺
御
堂
の
南

に
は
材
木
御
蔵
屋
敷
や
竹
蔵
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
現
在
の
浜
町
か
ら
蛎
殻
町

一
帯
に
か
け
て
諸
大
名
や
水
戸
様
御
蔵

屋
敷
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

右
下
に
あ
る
材
木
御
蔵
屋
敷
の
左
側

に
は
①
伊
丹
播
磨
蔵
屋
敷　

②
松
平
左

衛
門
蔵
屋
敷　

③
稲
葉
丹
後
守
蔵
屋
敷

④
水
戸
様
御
蔵
屋
敷
な
ど
が
並
び
ま

す
。
稲と
う

荷か
ん

堀
の
一
帯
に
は
⑤
板
倉
諏
訪

蔵
屋
敷　

⑥
永
井
信
濃
蔵
屋
敷　

⑦
高

力
摂
津
蔵
屋
敷　

⑧
青
山
大
蔵
蔵
屋
敷

⑨
酒
井
讃
岐
蔵
屋
敷　

⑩
酒
井
雅
楽
守

蔵
屋
敷　

⑪
土
井
大
炊
蔵
屋
敷
な
ど
。

　

現
在
の
箱
崎
に
は
⑫
駿
河
大
納
言
様

御
蔵
屋
敷　

⑬
向
井
将
監
下
屋
敷
が
あ

り
、
霊
岸
島
に
は
⑭
霊
厳
寺
寺
屋
敷　

⑮
松
平
伊
豫
忠
昌
蔵
屋
敷
。
ま
た
船
手

屋
敷
と
呼
ば
れ
た
楓
川
の
東
側
に
は
⑯

向
井
将
監
の
ほ
か　

⑰
九
鬼
長
門
下
屋

敷
⑱
島
田
弾
正
正
利
下
屋
敷
な
ど
の
名

前
が
見
え
ま
す
。

　

八
町
堀
か
ら
三
十
間
堀
沿
い
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
八
町
堀
沿
い
に
⑲
松
平

宮
内
庫
安
芸　

⑳
丹
羽
五
郎
左
衛
門
蔵

屋
敷
、
三
十
間
堀
沿
い
に
は
�
尾
張
大

納
言
様
御
蔵
屋
敷　

紀
伊
國
橋
際
の
�

紀
伊
大
納
言
様
蔵
屋
敷　

�
松
平
周
防

下
屋
敷　

�
松
平
越
後
守
蔵
屋
敷
が
並

ん
で
い
ま
す
。

　

＊�

紀
伊
家
・
尾
張
家
の
領
地
は
、
と

も
に
木
材
の
大
産
地
で
し
た
。
こ

の
蔵
屋
敷
こ
そ
、
大
名
直
営
の
物

揚
場
と
倉
庫
、
販
売
組
織
が
あ
っ

た
場
所
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
寛
永
江
戸
図
か
ら
、
隅

田
川
右
岸
の
浜
町
付
近
一
帯
か
ら
下
流

の
京
橋
地
域
、
河
口
部
に
か
け
て
は
御

三
家
や
有
力
大
名
の
下
屋
敷
や
蔵
屋
敷

が
多
く
並
び
、「
藩
専
用
」
の
物
揚
場
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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◇
河
岸
地
の
行
政

　

で
は
河
岸
地
は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ

れ
、管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
江
戸
の
町
地
の
地
主
に
は
、
公く

役や
く

＝
町
ち
ょ
う
に
ゅ
う
よ
う

入
用
が
課
税
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
の
地
方
税
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
課

税
標
準
は
、
公
道
に
面
し
た
間
口
の
長

さ
を
基
準
（
奥
行
二
〇
間
を
原
則
）
に

し
て
決
め
ら
れ
て
い
て
、
小こ

間ま

割わ
り

と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。
水
路
に
面
し
た
地
所

は
、
場
所
に
も
よ
り
ま
す
が
一
般
の
場

所
よ
り
高
率
の
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
地
所
の
間
口
に
等
し
く

河
岸
地
の
使
用
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

図
２
の『
中
央
区
沿
革
図
集
』の「
延

享
沽
券
図
」
と
図
３
の
よ
う
に
、
蔵
が

河
岸
に
面
し
て
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、地
主
は
所
有
す
る
地
所
か
ら
、

公
道
を
ふ
く
め
て
河
岸
（
蔵
地
）
の
水

際
ま
で
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
河
岸
地
の
管
理
は
町
奉
行

所
の
所
管
で
、「
高
積
見
廻
り
」
役
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。
河
岸
地
に
陸
揚
げ

さ
れ
た
物
資
（
商
品
や
薪
炭
・
材
木
な

ど
）
を
積
み
上
げ
て
お
く
ケ
ー
ス
が
多

く
、
規
定
の
高
さ
や
広
さ
以
内
に
荷
が

積
ま
れ
て
い
る
か
監
視
・
取
り
締
ま
る

の
が
役
。
同
時
に
防
火
（
延
焼
・
飛
火
）

防
止
に
対
す
る
配
慮
や
河
岸
の
利
用
者

を
規
制
す
る
こ
と
も
重
要
な
役
目
で
し

た
。
し
か
し
河
岸
地
を
制
限
す
る
法
令

も
た
び
た
び
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
に
は
あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

◇
河
岸
地
の
変
化

　

時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
変
わ
り

ま
す
が
、
河
岸
地
の
機
能
は
変
わ
ら
ず

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

河
岸
地
は
貨
物
の
集
散
＝
荷
揚
げ
・
積

置
き
や
発
送
な
ど
や
地
方
と
の
連
絡
に

も
利
用
さ
れ
、
業
者
の
共
同
使
用
地
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
元
（
一
八
六

八
）
年
に
は
「
河
岸
地
に
関
す
る
規
則
」

が
出
さ
れ
ま
す
。

（
借
用
河
岸
地
障
塀
取
設
心
得
）

第
一
類　

�

石
室
、
土
蔵
、
煉
化
石
室
、

右
周
囲
の
塀
墻
を
設
け
る
と

設
け
ざ
る
と
は
各
自
の
自
由

な
り
と
す
（
略
）。

第
二
類　

�

納
屋
、
物
置
、
諸
工
場
等
、

右
周
囲
の
塀
墻
を
設
け
瓦
或

は
金
属
を
以
て
屋
を
葺
く
べ

し
。

第
三
類　

�

石
砂
利
、
土
砂
、
瓦
、
煉
化

石
、
陶
器
類
、
巨
大
の
鋳
物

置
場
、
草
木
の
植
浄
、
右
周

囲
の
塀
墻
を
設
け
る
べ
し
。

第
四
類　

�

炭
薪
、
船
具
（
金
属
に
あ
ら

ざ
る
も
の
）
其
他
の
材
、
枯

草
秣
類
、
諸
車
、
右
間
隙
な

き
塀
墻
錬
塀
板
垣
の
類
を
設

け
る
べ
し
。

第
五
類　

�

材
木
、
竹
、
其
他
長
大
な
る

物
置
場
、
右
周
囲
の
塀
墻
を

設
け
る
べ
し
。

第
六
類　

�

染
物
引
干
場
、
紙
干
場
、
布

晒
場
の
類
、
右
周
囲
の
塀
墻

を
設
け
る
べ
し
。

地主Ⓐ

地主Ⓑ

地主Ⓒ

町地 河岸

公道

奥行20間
が原則

（Ａ）平面図

地主Ⓓ

Ⓐ’

Ⓑ’

Ⓒ’

Ⓓ’課
税
標
準
の
間
口
（
小
間
）

20間 公
道

水
路

図３　�「江戸の川・東京の川」
（井上書院）を基に作成

水　
　
　

路

図２　「銀座一～三町目A（３図）」の一部
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◇
河
岸
地
に
正
式
名
称

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
か
ら
同
一

三
（
一
八
八
〇
）
年
に
か
け
て
東
京
府

達
が
出
さ
れ
、
俗
称
で
呼
ば
れ
て
い
た

河
岸
地
の
大
半
に
正
式
名
称
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。『
東
京
市
史
稿
・
市
街
篇
』

に
よ
る
河
岸
名
は
次
の
通
り
で
す
。（
中

央
区
史
・
中
巻
に
掲
載
の
河
岸
地
も
含

め
て
い
ま
す
）

〈
隅
田
川
筋
〉
①
新
柳
河
岸
（
明
治
一
三

　

�

年
一
二
月
二
一
日　

第
一
一
九
号  

「
新
柳
町
地
先
大
川
沿
之
河
岸
地
新

柳
河
岸
と
相
唱
候
」－

以
下
の
河
岸
名

で
は
「
」
を
略
し
ま
す
）　

②
元
柳
河

岸（
明
治
一
七
年
六
月
二
日　

第
二
二

一
号
）　

③
稲
荷
河
岸
（
明
治
一
一
年

二
月
一
八
日　

第
六
五
号
）　

④
越

前
堀
河
岸　

⑤
湊
河
岸（
明
治
一
一
年

一
二
月
一
四
日　

第
四
三
八
号
）　

⑥

船
松
河
岸
（
明
治
一
一
年
一
〇
月
二
三

日　

第
三
五
六
号
）　

⑦
明
石
河
岸

〈
神
田
川
筋
〉�

①
柳
原
河
岸

〈
外
濠
筋
〉
①
城
辺
河
岸
（
明
治
一
一
年

　

九
月
一
六
日　

第
三
一
三
号
）

〈
日
本
橋
川
筋
〉
①
裏
河
岸
（
明
治
一
〇

　

�

年
一
二
月
二
八
日　

第
七
〇
〇
号
）  

②
西
河
岸
（
明
治
一
〇
年
八
月
八
日  

第
一
一
三
号
）　

③
魚
河
岸
（
明
治
一

二
年
三
月
一
八
日　

第
五
二
号
）　

④
四
日
市
河
岸　

⑤
末
広
河
岸
（
明

治
一
〇
年
九
月
一
〇
日　

第
一
八
六

号
）　

⑥
鎧
河
岸
（
明
治
一
〇
年
九
月

一
〇
日　

第
一
八
七
号
）　

⑦
茅
場
河

岸　

⑧
北
新
堀
河
岸　

⑨
南
新
堀
河

岸（
明
治
一
〇
年
八
月
一
四
日　

第
一

二
五
号
）

〈
西
堀
留
川
筋
〉
①
米
河
岸
（
明
治
一
〇

　

�

年
一
〇
月
二
〇
日　

第
二
七
七
号
）  

②
南
塩
河
岸
（
明
治
一
〇
年
九
月
二

八
日　

第
二
一
六
号
）　

③
北
塩
河

岸
（
同
上
）　

④
小
舟
河
岸
（
明
治
一

一
年
六
月
六
日　

第
二
三
八
号
）

〈
東
堀
留
川
筋
〉
①
東
万
河
岸
（
明
治
一

　

�

〇
年
一
二
月
二
一
日　

第
六
二
七
号  

親
父
橋
よ
り
以
北
堀
留
迄
の
河
岸
地

東
岸
を
東
万
河
岸
、
西
岸
を
西
万
河

岸
と
可
相
唱
）　

②
西
万
河
岸（
同
上
）

　

＊�

明
治
一
一
年
四
月
二
日　

第
一
三
九

号
で
は
「
親
父
橋
よ
り
以
南
小
網

町
二
丁
目
角
稲
荷
新
道
之
河
岸
地

自
今
東
万
河
岸
と
相
唱
」
と
あ
る
。

　

＊�

明
治
一
一
年
五
月
七
日　

第
二
一

〇
号
で
は
「
親
父
橋
よ
り
以
南
思

案
橋
迄
之
河
岸
地
、
自
今
西
万
河

岸
と
相
唱
候
」
と
あ
る
。

〈
箱
崎
川
筋
〉
①
菖
蒲
河
岸
（
明
治
一
一

　

�

年
三
月
二
日　

第
一
一
〇
号
）　

②
行

徳
河
岸（
明
治
一
〇
年
一
〇
月
二
二
日

　

第
二
八
三
号
）　

③
永
久
河
岸
（
明

治
一
一
年
一
〇
月
一
一
日　

第
三
四

三
号
）　

④
蛎
殻
河
岸
（
明
治
二
一
年

六
月
一
九
日
送
達　

新
設
）

〈
浜
町
川
筋
〉
①
東
緑
河
岸
（
明
治
一
一

　

�

年
二
月
二
日　

第
五
七
号
）　

②
西

緑
河
岸
（
同
上
）

　

＊��

明
治
一
九
年
九
月
一
一
日　

第
八

二
号
で
は
「
浜
町
川
西
岸
の
河
岸

地
龍
閑
川
よ
り
柳
原
橋
迄
を
岩
井

河
岸
と
名
つ
け
、
龍
閑
川
以
南
を

西
緑
河
岸
に
編
入
す
」
と
あ
る
。

　

�

③
竃
へ
っ
つ
い河
岸
（
明
治
一
一
年
一
〇
月
一

六
日　

第
三
四
九
号
）

〈
亀
島
川
筋
〉
①
霊
岸
河
岸
（
明
治
一
一

　

�

年
一
〇
月
九
日　

第
三
四
一
号
）  

②
日
比
谷
河
岸
（
明
治
一
〇
年
五
月

二
一
日　

第
六
一
号
）　

③
将
監
河

岸
（
明
治
一
〇
年
五
月
一
七
日　

第

五
八
号
）　

④
亀
島
河
岸

　

＊�
明
治
一
三
年
五
月
七
日　

第
一
六

〇
号
で
は
「
新
船
松
町
地
先
将
監

河
岸
共
同
物
揚
場
之
通
改
正
候
」

と
あ
る
。

〈
新
川
筋
〉
①
南
新
河
岸
（
明
治
一
〇
年

　

�

五
月
三
一
日　

第
六
四
号
）　

②
北

新
河
岸
（
同
上
）

〈
楓
川
筋
〉
①
楓
河
岸
（
明
治
一
一
年
九

　

�

月
一
二
日　

第
三
一
〇
号
）　

②
本

材
木
河
岸
（
明
治
一
〇
年
三
月
二
三

日　

第
三
五
号
）

〈
桜
川
筋
〉
①
北
桜
河
岸
（
明
治
一
〇
年

　

�

三
月
五
日　

第
二
二
号
）　

②
南
桜

河
岸
（
明
治
一
一
年
一
一
月
一
日　

第

三
七
〇
号
）

〈
京
橋
川
筋
〉
①
大
根
河
岸
（
明
治
一
〇

　

�

年
八
月
三
日　

第
一
〇
七
号
）　

②

竹
河
岸
（
明
治
一
〇
年
一
月
二
五
日  

第
一
五
号
）　

③
白
魚
河
岸

〈
三
十
間
堀
川
筋
〉
①
蜊
河
岸
（
明
治
一

　

�

三
年
一
二
月
一
一
日　

第
九
五
号
）  

②
白
魚
河
岸
（
明
治
一
一
年
六
月
六

日　

第
九
五
号
）　

③
東
豊
玉
河
岸

（
明
治
一
一
年
一
一
月
二
日　

第
三
七

四
号
）　

④
西
豊
玉
河
岸
（
明
治
一
一

年
一
一
月
二
日　

第
三
七
三
号
）

〈
入
船
川
筋
〉
①
新
富
河
岸

〈
築
地
川
筋
〉
①
小
田
原
河
岸
（
明
治
一

　

�

二
年
一
一
月
二
十
日　

第
三
三
一

号
）　

②
南
飯
田
河
岸　

③
上
柳
原

河
岸

　

こ
れ
ら
の
河
岸
地
の
名
称
は
、
震
災

後
の
町
名
整
理
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

�

（
以
下
次
号
）

�

（
菅
原
健
二
）


